
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間的な経過により微細化した海洋プラスチックごみは海中の PCB 等の有害物質を吸着し、生

物濃縮による人体への悪影響が指摘されていますが、この問題を含めた諸問題解決に向け、佐賀

から世界へ情報発信し、行動変容を促すために「佐賀県海洋プラスチックプラニングセンター」が今

年６月、唐津市にオープンしました。 

また、原子力発電環境整備機構（NUMO）は、町や周辺自治体に原子力発電所から出る高レベ

ル放射性廃棄物の最終処分場への理解を深めてもらうために、最終処分場選定に向けた文献調査

を行っている玄海町に、対話活動等の拠点となる NUMO 玄海交流センターを開設しています。 

そこで今回は、上記２センターを視察します。  

 

 

              

  

 

                                  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第 48 回環境戦略委員会 

佐賀県経営者協会事務局 TEL：0952-23-7191 メール：saga@san.bbiq.jp 

７月１０日（金）９：３０～１６：００ 

世界海洋プラスチック 

プランニングセンター 
（唐津市鎮西町波戸 720-1）  

ＮＵＭＯ玄海交流センター 
（東松浦郡玄海町新田沖ノ田 1738）  

 

お申し込みの方は、Ｅメールで会社名、お役職名、ご氏名を記載し、お申し込み下さい。 

E メール saga@san.bbiq.jp 

注 恐れ入りますが、お申込みに際し昼食の要・不要、バスの利用する・利用しないを記 

入願います。 

佐賀経済同友会例会と共催します。 

 

  

日 程 

９：３０ 佐賀駅バスセンター出発 

     貸切バスで移動 

１１：００～１２：００ 

ＮＵＭＯ玄海交流センター視察 

１２：００～１３：００ 

 移動・昼食  

１３：００～１４：３０  

世界海洋プラスチック 

プランニングセンタ―視察 

１６：００ 佐賀駅バスセンター着・解散 

 

参加費 本協会環境戦略委員会 委員 無料 

上記以外 10,000 円（1 名あたり。税込） 
（バスを利用しない場合は参加費が変わります） 

mailto:saga@san.bbiq.jp

